
（別紙３）

～ 令和7年11月30日

（対象者数） ２４人 （回答者数） １２人

～ 令和8年1月10日

（対象者数） 15人 （回答者数） 12人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
指導記録に「次につながる情報」を共有できるよ
うに指導員が意識して記録する・児発管はその情
報を生かして支援の計画を立てることを充実させ
ていきたい。

2 継続する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・活動内容の工夫をしたり、複数で活動する場面
を計画的に仕組くんだりして見通しをもって限ら
れた空間で活動を行う。

2

3

個別支援を行うことで一人一人の様子を見取った個
別の支援計画を作成し、日々の現状に合わせて支援
をしている。

支援前・支援後に指導員と児発管が情報共有を行い
個々の子どもの「今の様子」を把握して取り組んで
いる。
指導後に「子どもの様子」や「支援の工夫」を記録
し、次回に生かしている。

保護者、学校との連携を行いながら支援に取り組ん
でいる。

個別指導のため、家庭での様子や学校における集団
での様子を把握することに努めている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

集団での活動が効果的と思える支援の場合も活動場
所が限られている。

個別支援を主として取り組んでいるため。

令和７年12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月12日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービスPIECE古市

○保護者評価実施期間 令和７年10月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表


